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１ 本研究の目的 

 開発途上国において廃棄物問題は深刻な社会・環境問題となっており，廃棄物処分場及びその周辺域

では健康被害発生や環境劣化が急速に進行している。本研究対象のフィリピンでも，不衛生な廃棄物処

分場（開放投棄式）を改善するため，現在積極的な修復事業が実施されている。しかし，修復事業の大

半は，単に廃棄物層に覆土（層厚 0.5-1m）を処置しただけであり，ゴミの飛散防止や害虫駆除等には効

果があるものの，有害ガスや温室効果ガスの放出制御や，浸出水漏水を目的とした降雨浸透制御などの

機能は期待できない。 

本研究では，フィリピン廃棄物処分場（簡易衛生

埋立て式）を対象として，地域材料を活用した最終

カバー機能向上技術の開発を目的とした。本研究で

今回注目する最終カバーの機能は，降雨浸透制御，

ガス拡散促進，有害物質吸着促進であり，これらの

機能を地域で入手可能な地盤材料や天然化学物質等

を活用することにより目標達成を目指した。 

 

２ 研究成果  

 

２．１ 埋立ガスのフィールドモニタリング（国際学会プロシーディングス①，②） 

フィリピンのパヤタス廃棄物処分場においてメタン濃度や放出量変化を計測するとともに，覆土から

試料を採取し，ガス移動パラメータを計測した（図 1）。その結果，地表メタン濃度が局所的に高くなる

ホットスポットに季節変動が見られる，土壌水分量・地温とメタン濃度との相関性がないなどの結果が

得られた。 

 

２．２ 最終覆土内のガス移動パラメータの

評価 

（論文①，②） 

  最終覆土内のガス移動パラメータである

土壌ガス拡散係数及び通気 係数を室内実験

で計測し，締固め度合い・土性・粒径が及ぼ

す影響を評した。そして，実測データに基づ

き，乾燥密度をパラメータとする新たな土壌

ガス拡散係数及び通気係数の予測モデルを構

築した。これらの予測モデルを活用し，覆土

内のガス交換機能を促進するための意思決定

フローを新たに提案した（図2）。 
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図 2 覆土内のガス交換機能を促進するための意思決定フロー

（Wickramarachchi et al., 2011より抜粋） 
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図 1 地表におけるメタン濃度分布（Soe et al., 

2010より抜粋） 



２．３ 地域天然材料を用いた浸透制御地盤材料の開発（国際学会プロシーディングス③） 

地域天然材料（ココヤシ抽出オレイン酸など）を用いて疎水性機能を添加した砂材料を用いて，室内

実験により撥水性度合いを定量的に把握した。 
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